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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年9月2日(2010.9.2)

【公表番号】特表2003-512411(P2003-512411A)
【公表日】平成15年4月2日(2003.4.2)
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   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年7月16日(2010.7.16)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　したがって、このｉｎ　ｖｉｔｒｏ検定系で用いたレチノイド１μＭ：クワ抽出物１μ
ｌは、０．００００５対０．００２の比、または１：４０の比を有する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
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【表１】

【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　　　　【００３８】
　　　【００３８】
　この比率が、レチノイド０．００１％から１．２％、およびクワ抽出物０．２５％から
８％という有用な範囲を包含することが表１からわかる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３９】
　以下の表２～１０は、１：４０（表２、３）、１：８（表４）、１：４（表５）、５：
４（表６）、５：２（表７）、２５：２（表８）、２５：１（表９）、または２５０：１
（表１０）の異なる比率で、リノール酸レチニル、パルミチン酸レチニル、および酢酸レ
チニルをクワ抽出物と共に用いる実験での、線維芽細胞のＣＲＡＢＰ－２発現を示す。表
１１は、表２～１０のすべてのデータを要約したものである。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
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【表２】

【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
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【表３】

【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
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【表４】

【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
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【表５】

【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４４】
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【表６】

【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
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【表７】

【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
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【表８】

【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
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【表９】

【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
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【表１０】

【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
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【表１１】

【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
　以上をまとめると、酢酸レチニルは、皮膚細胞において１：４０から２５０：１の比率
でクワ抽出物と相乗効果を示した。リノール酸レチニルは、１：４から２５０：１で相乗
効果を示し、パルミチン酸レチニルは１：８から２５：２の比率で相乗効果を示した。
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